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１
．
高
ま
る
高
齢
者　
　
　
　
　

　

   

就
業
機
会
確
保
の
必
要
性

〜
少
子
高
齢
化
と
そ
れ
に
伴
う
課
題

高
齢
者
の
継
続
雇
用
や
就
業
機
会
確
保
の

問
題
は
、
着
実
に
進
む
少
子
高
齢
化
に
伴

い
、
労
働
力
人
口
減
少
、
社
会
保
障
制
度
の

維
持
、
あ
る
い
は
企
業
内
に
お
け
る
技
能
・

技
術
の
伝
承
と
い
っ
た
点
へ
の
懸
念
が
広
が

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
年
社
会
的
に
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。

日
本
の
六
五
歳
以
上
人
口
は
二
〇
〇
五

年
一
〇
月
一
日
時
点
で
二
〇
・
〇
四
％
と
な

り
、
全
人
口
に
占
め
る
割
合
（
高
齢
化
率
）

が
二
割
を
超
え
た
。
少
子
高
齢
化
の
進
展

は
、
当
然
労
働
力
の
年
齢
別
構
成
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
。
厚
生
労
働
省
の
雇
用

政
策
研
究
会
が
二
〇
〇
五
年
七
月
に
発
表

し
た
推
計
に
よ
れ
ば
、
様
々
な
就
業
支
援

策
な
ど
に
よ
り
女
性
や
高
齢
者
の
労
働
市

場
へ
の
参
加
が
進
ん
だ
場
合
で
も
、
労
働

力
人
口
は
二
〇
〇
四
年
の
六
六
四
二
万
人

か
ら
二
〇
一
五
年
に
は
六
五
三
五
万
人
、

二
〇
三
〇
年
に
は
六
一
〇
九
万
人
に
減
少
す

る
。
う
ち
一
五
〜
二
九
歳
の
労
働
力
人
口
は

二
〇
〇
四
年
の
一
三
八
九
万
人
が
二
〇
三
〇

年
に
は
一
一
〇
〇
万
人
と
二
五
年
ほ
ど
の
間

に
三
〇
〇
万
人
弱
、
三
〇
〜
五
九
歳
の
労
働

力
人
口
は
二
〇
〇
四
年
の
四
二
九
二
万
人
か

ら
二
〇
二
五
年
の
三
九
三
三
万
人
へ
と
約

三
六
〇
万
人
減
少
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
六
〇
歳
以
上
の
労
働
力
人
口
は
、

労
働
市
場
へ
の
参
加
が
進
ん
だ
場
合
に
は

二
〇
〇
四
年
の
九
六
〇
万
人
か
ら
二
〇
三
〇

年
に
は
一
〇
七
七
万
人
へ
と
約
一
二
〇
万
人

増
加
し
、
労
働
市
場
へ
の
参
加
が
進
ま
な
い

場
合
で
も
約
四
二
万
人
増
加
す
る
（
図
表

１
）。少子

高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
若
・
壮
年
労

働
力
の
減
少
及
び
高
齢
非
労
働
力
人
口
の
増

加
は
、
社
会
保
障
制
度
、
と
り
わ
け
公
的
年

金
制
度
を
揺
る
が
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

図
表
２
は
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
て
い
る
、
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改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
完
全
施
行
に
よ
り
昨
年
四
月
か
ら
、
年
金
（
定
額
部

分
）
の
支
給
開
始
年
齢
が
六
五
歳
に
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
の
に
あ
わ
せ
て
、
定

年
の
引
き
上
げ
・
廃
止
や
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
施

行
一
年
を
経
て
、企
業
の
制
度
整
備
は
ど
こ
ま
で
す
す
ん
だ
の
か
。
ま
た
今
年
か
ら
「
団

塊
の
世
代
」
の
定
年
退
職
が
始
ま
る
な
か
、
制
度
を
利
用
す
る
側
の
受
け
止
め
方
は
ど

う
な
の
か
。
特
集
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
の
調
査
を
も
と
に
六
五
歳
ま
で
働
け
る
労
働
市
場

の
整
備
状
況
と
高
齢
者
の
就
業
実
態
を
み
る
。Ｊ

Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
研
究
員　

藤
本　

真

高
齢
者
の
継
続
雇
用
促
進
に
向
け
た

取
り
組
み
と
そ
の
背
景

高
齢
者
の
継
続
雇
用
促
進
に
向
け
た

高
齢
者
の
継
続
雇
用
促
進
に
向
け
た

取
り
組
み
と
そ
の
背
景

取
り
組
み
と
そ
の
背
景
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厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
数
と
受
給
者
数

の
長
期
見
通
し
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
に
は

被
保
険
者
六
・
六
人
で
一
人
の
受
給
者
を
支

え
て
い
た
が
、
現
状
の
制
度
が
続
く
と
仮
定

し
た
場
合
、
二
〇
一
〇
年
に
な
る
と
被
保
険

者
二
・
四
人
で
一
人
の
受
給
者
を
支
え
ざ
る

を
え
な
く
な
り
、
さ
ら
に
二
〇
三
〇
年
に
は

一
人
の
受
給
者
を
支
え
る
被
保
険
者
の
数
が

二
・
二
人
と
一
九
九
〇
年
の
三
分
の
一
に
ま

で
減
少
す
る
。

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
予
想
さ
れ
る

問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
日
本
で
は
関
連

す
る
制
度
の
改
革
が
相
次
い
で
行
わ
れ
た
。

公
的
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
負
担
と
給
付

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
、
一
九
九
四
年
に

老
齢
基
礎
年
金
部
分
の
支
給
開
始
年
齢
を

二
〇
〇
一
年
か
ら
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
こ

と
が
、二
〇
〇
〇
年
に
は
報
酬
比
例
部
分（
老

齢
厚
生
年
金
）
の
支
給
年
齢
を
二
〇
一
三
年

か
ら
段
階
的
に
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が

そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
た
（
図
表
３
）。
さ
ら
に

二
〇
〇
四
年
に
は
、
①
将
来
の
保
険
料
水
準

を
固
定
し
た
上
で
、
そ
の
範
囲
内
で
ま
か
な

え
る
よ
う
に
給
付
水
準
を
調
整
す
る
仕
組
み

の
導
入
、
②
六
〇
歳
代
前
半
の
在
職
老
齢
年

金
に
つ
い
て
在
職
中
の
一
律
二
割
支
給
を
廃

止
、
③
六
五
歳
以
降
の
老
齢
厚
生
年
金
に
つ

い
て
繰
下
げ
制
度
（
＝
支
給
開
始
年
齢
を
遅

ら
せ
る
こ
と
で
一
年
あ
た
り
の
支
給
額
を
加

算
で
き
る
制
度
）
導
入
、
な
ど
の
制
度
の
見

直
し
が
行
わ
れ
た
。

少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
労
働
力
不
足
の
懸

念
が
生
じ
た
り
、
社
会
保
障
制
度
の
見
直
し

が
進
め
ら
れ
た
り
す
る
中
で
、「
社
会
の
支

え
手
」
と
し
て
の
高
齢
者
の
存
在
が
重
要

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
欧
米
諸
国
に
比
べ
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て
高
い
労
働
力
人
口
比
率
（
図
表
４
）
に
反

映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
の
高
齢
者
は

高
い
就
労
意
欲
を
持
っ
て
い
る
。
経
済
社
会

の
活
力
を
こ
れ
か
ら
も
維
持
し
て
い
く
た
め

に
も
、
こ
の
高
い
就
労
意
欲
を
も
つ
高
齢
者

が
長
年
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
活
か
せ

る
よ
う
、
高
齢
者
の
就
業
機
会
の
確
保
に
つ

な
が
る
環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と
が
、
政
策

的
・
社
会
的
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

２
．
高
年
齢
者
雇
用
確
保　
　
　

　
　

措
置
の
義
務
化

〜
二
〇
〇
四
年
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
の
改
正

労
働
者
が
こ
れ
ま
で
勤
務
し
て
き
た
企
業

に
で
き
る
だ
け
長
く
雇
用
さ
れ
る
よ
う
に

制
度
を
整
備
し
、
広
げ
て
い
く
こ
と
は
、

再
就
職
が
非
常
に
困
難
な
中
高
年
労
働
者

の
状
況
を
改
善
す
る
こ
と
と
と
も

に
、
よ
り
高
齢
に
至
る
ま
で
の
就

業
機
会
の
確
保
に
大
き
く
寄
与
す

る
。
一
九
九
八
年
九
月
に
労
働
省

（
現
・
厚
生
労
働
省
）
が
策
定
し

た
「
高
年
齢
者
等
職
業
安
定
対
策

基
本
方
針
」
で
は
、
向
こ
う
一
〇

年
程
度
の
間
に
、
原
則
と
し
て
希

望
者
全
員
が
、
そ
の
意
欲
・
能
力

に
応
じ
て
六
五
歳
ま
で
働
く
こ
と

が
で
き
る
制
度
の
普
及
を
図
る
こ

と
が
政
策
目
標
と
し
て
打
ち
出
さ

れ
た
。
ま
た
、
同
年
、
高
齢
者
の

雇
用
機
会
拡
大
を
推
進
す
る
た
め

の
高
齢
者
雇
用
安
定
法
が
改
正
さ

れ
、
六
五
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
に

向
け
た
措
置
（
以
下
、「
雇
用
確

保
措
置
」）
の
実
施
が
企
業
の
「
努

力
義
務
」
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、

二
〇
〇
四
年
の
「
高
年
齢
者
就
業

実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
定
年
制

を
定
め
て
い
る
事
業
所
の
う
ち

六
七
・
五
％
は
定
年
後
の
継
続
雇

用
の
た
め
の
制
度
を
設
け
て
い
た

も
の
の
、
原
則
と
し
て
希
望
者
全

員
を
継
続
雇
用
す
る
と
い
う
事
業

所
は
定
年
制
を
定
め
て
い
る
事
業

所
の
一
五
・
七
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
。
そ
こ
で
企
業
に
お
け
る
六
五
歳
ま
で

の
雇
用
確
保
措
置
の
定
着
を
進
め
る
と
い
う

目
的
か
ら
、
二
〇
〇
四
年
六
月
に
高
齢
者
雇

用
安
定
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
六
年

四
月
よ
り
、
図
表
３
に
示
し
た
老
齢
基
礎
年

金
の
支
給
開
始
年
齢
ま
で
の
雇
用
確
保
措
置

が
企
業
に
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

（
１
）。

こ
こ
で
「
雇
用
確
保
措
置
」
と
は
、
①
定

年
の
引
き
上
げ
、
②
継
続
雇
用
制
度
の
導

入
、
③
定
年
の
廃
止
、
の
い
ず
れ
か
の
措
置

を
指
す
（
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
九
条
）。

継
続
雇
用
制
度
に
つ
い
て
は
、
原
則
は
希
望

者
全
員
を
対
象
と
す
る
制
度
の
導
入
が
求
め

ら
れ
る
が
、
労
使
協
定
に
よ
り
、
継
続
雇
用

制
度
の
対
象
と
な
る
高
年
齢
者
に
つ
い
て
の

基
準
を
定
め
、
こ
の
基
準
に
基
づ
く
制
度
を

導
入
し
た
場
合
に
は
、
基
準
に
該
当
し
な
い

従
業
員
を
対
象
と
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
事
業
主
が
労
使
協
定
の
た
め
に
努
力

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
協
議
が
調
わ
な
い

と
き
は
、
特
例
措
置
と
し
て
、
大
企
業
は

二
〇
〇
九
年
三
月
三
一
日
ま
で
、
中
小
企
業

は
二
〇
一
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
、
就
業
規

則
に
よ
っ
て
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
と
な
る

高
年
齢
者
に
つ
い
て
の
基
準
を
設
け
、
こ
の

基
準
に
基
づ
く
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
基
準
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省

は「
会
社
が
必
要
と
認
め
た
も
の
に
限
る
」、

「
上
司
の
推
薦
が
あ
る
者
に
限
る
」
と
い
っ

た
内
容
で
は
基
準
が
な
い
に
等
し
く
法
改
正

に
趣
旨
に
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
い

る
。
基
準
は
、
意
欲
、
能
力
な
ど
を
で
き
る

限
り
具
体
的
に
測
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
具

体
性
）
や
、
必
要
と
さ
れ
る
能
力
等
が
客
観

的
に
示
さ
れ
て
お
り
、
該
当
可
能
性
を
予
見

で
き
る
こ
と
（
客
観
性
）
と
い
っ
た
要
件
に

留
意
し
て
策
定
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
る（
２
）。

高
齢
者
の
雇
用
確
保
措
置
が
義
務
化
さ
れ

た
直
後（
二
〇
〇
六
年
六
月
一
日
時
点
）の
、

企
業
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
六

年
一
〇
月
に
厚
生
労
働
省
か
ら
発
表
さ
れ
て

い
る
（「
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
基

づ
く
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
」）（
３
）。
こ
の
発
表
に
よ
れ
ば
、

従
業
員
五
一
人
以
上
の
企
業
八
万
一
三
八
二

社
中
、
何
ら
か
の
雇
用
確
保
措
置
を
実
施
し

て
い
る
企
業
は
八
四
・
〇
％
、
三
〇
〇
人
以

上
の
大
企
業
で
は
実
施
率
が
九
〇
％
を
超

え
、
五
一
〜
一
〇
〇
人
規
模
の
企
業
で
も

八
〇
％
弱
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
産
業
別

で
は
金
融
・
保
険
業
や
運
輸
業
等
が
平
均

よ
り
や
や
上
回
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
情

報
通
信
業
等
が
平
均
よ
り
や
や
下
回
っ
て

い
る
（
図
表
５
）。
雇
用
確
保
措
置
を
実
施

し
て
い
る
企
業
（
六
万
八
三
二
四
社
）
の

う
ち
、
八
五
・
九
％
は
継
続
雇
用
制
度
を
導
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入
し
て
お
り
、
定
年
引
上
げ
を
実
施
し
た
企

業
は
一
二
・
九
％
、
定
年
を
廃
止
し
た
企
業

は
一
・
二
％
に
と
ど
ま
る
。
雇
用
確
保
措
置

の
上
限
年
齢
は
六
五
歳
以
上
と
い
う
企
業
が

七
六
・
三
％
で
、
多
く
の
企
業
が
法
律
の
規

定
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
よ
り
も
前
倒
し
す
る

形
で
上
限
年
齢
の
設
定
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
て
い
る

五
万
八
六
六
五
社
の
な
か
で
、
希
望
者
全
員

を
継
続
雇
用
す
る
と
い
う
企
業
は
三
九
・
一

％
、
残
る
六
〇
・
九
％
の
企
業
は
該
当
者
に

関
す
る
基
準
を
設
け
て
い
る
。
基
準
を
設
け

て
い
る
企
業
の
う
ち
、
約
七
割
は
労
使
協
定

で
、
約
三
割
は
就
業
規
則
に
よ
っ
て
基
準
を

定
め
て
い
る
。

３
．
今
後
の
高
齢
者
継
続
雇
用
に

　
　

向
け
た
取
り
組
み
は
？

雇
用
確
保
措
置
が
義
務
化
さ
れ
て
さ
ほ
ど

経
た
な
い
時
点
で
、
大
半
の
企
業
で
雇
用
確

保
措
置
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
雇
用

安
定
法
の
改
正
を
き
っ
か
け
に
、
六
五
歳
ま

で
の
継
続
雇
用
が
広
が
っ
て
い
く
た
め
の
制

度
的
な
基
盤
の
整
備
は
か
な
り
進
ん
だ
と
い

え
よ
う
。
た
だ
、
高
齢
者
雇
用
安
定
法
に
は

賃
金
な
ど
、
継
続
雇
用
後
の
従
業
員
の
労
働

条
件
に
つ
い
て
は
特
に
規
制
が
な
く
、
継
続

雇
用
が
働
く
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な

が
ら
十
分
に
広
が
っ
て
い
く
か
ど
う
か
は
企

業
の
制
度
運
用
に
か
か
っ
て
い
る
。

雇
用
確
保
措
置
が
義
務
化

さ
れ
る
以
前
の
日
本
企
業
に

お
け
る
定
年
以
降
の
従
業
員

の
継
続
雇
用
は
、
仕
事
の
内

容
や
就
業
時
間
は
定
年
前
と

ほ
ぼ
同
様
、
そ
の
上
で
処
遇

に
つ
い
て
は
定
年
前
か
ら
水

準
を
引
き
下
げ
る
と
い
う
形

で
行
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
か
っ
た
。
こ
の
形
で
雇
用

確
保
を
十
分
に
実
現
で
き
れ

ば
、
適
職
開
発
や
新
た
な
作

業
方
法
の
導
入
な
ど
継
続
雇

用
に
伴
う
様
々
な
施
策
を
新

た
に
実
施
す
る
必
要
が
無

く
、
し
か
も
こ
れ
ま
で
よ
り

も
低
い
人
件
費
負
担
で
同
様

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
期
待
で

き
る
た
め
、
企
業
か
ら
す
れ

ば
最
も
継
続
雇
用
の
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
く
な
る
と
捉
え
ら

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

雇
用
確
保
措
置
が
義
務
化

さ
れ
た
後
も
、
多
く
の
企
業
は
、
上
記
の
よ

う
な
人
事
労
務
管
理
の
パ
タ
ー
ン
を
維
持
し

て
い
く
と
い
う
の
が
、
最
も
可
能
性
の
高
い

事
態
と
し
て
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
で
高
齢
者
に
よ
り
一
層
の

活
躍
を
求
め
る
に
は
、
企
業
は
こ
れ
ま
で
主

流
で
あ
っ
た
高
齢
者
に
対
す
る
処
遇
の
あ
り

方
を
見
直
し
、
仕
事
の
内
容
や
能
力
に
即
し

た
も
の
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
今
後
徐
々
に

必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
と
同

時
に
、
個
々
の
労
働
者
の
意
欲
や
体
力
な
ど

が
拡
大
す
る
高
齢
期
の
多
様
な
就
業
ニ
ー
ズ

に
よ
り
一
層
配
慮
す
る
こ
と
も
、
高
齢
者
の

活
用
を
広
げ
よ
う
と
す
る
な
か
で
、
企
業
に

求
め
ら
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
高
齢
者
を
め
ぐ

る
人
事
労
務
管
理
の
変
化
が
ど
の
よ
う
に
進

ん
で
い
く
の
か
。
人
事
労
務
管
理
の
見
直
し

を
進
め
る
中
で
企
業
が
直
面
し
て
い
る
の

は
い
か
な
る
課
題
か
。
従
業
員
は
自
社
の
高

齢
者
を
め
ぐ
る
人
事
労
務
管
理
の
動
向
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

今
後
の
高
齢
者
の
継
続
雇
用
に
向
け
た
社
会

的
・
政
策
的
取
り
組
み
を
考
え
て
い
く
上
で

は
、
こ
れ
ら
の
点
の
実
態
把
握
や
検
討
も
ま

た
必
要
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

〔
注
〕

１
．
二
〇
〇
四
年
の
改
正
で
は
、
高
年
齢
者
雇
用
確

保
措
置
の
義
務
化
の
ほ
か
、
再
就
職
が
困
難
な

中
高
年
労
働
者
の
状
況
改
善
を
目
的
と
し
て
、

解
雇
等
に
よ
り
離
職
す
る
高
齢
者
が
希
望
し
た

場
合
の
求
職
活
動
支
援
書
の
作
成
・
交
付
（
第

一
七
条
一
項
）
や
、
募
集
・
採
用
に
当
た
っ
て

六
五
歳
以
下
の
上
限
年
齢
を
設
定
す
る
際
の
理

由
の
明
示
（
第
一
八
条
の
二
）
な
ど
が
、
企
業

に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

２
．
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
改
正
高

年
齢
者
雇
用
安
定
法
Ｑ
＆
Ａ
」
よ
り
。

３
．
高
齢
者
雇
用
安
定
法
第
五
二
条
一
項
に
よ
り
、

事
業
主
は
毎
年
、
六
月
一
日
現
在
の
定
年
及
び

継
続
雇
用
制
度
の
状
況
等
を
厚
生
労
働
大
臣
に

報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

ふ
じ
も
と　

ま
こ
と

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構　

研
究
員
（
人

材
育
成
部
門
）。
最
近
の
著
作
・
論
文
と
し
て
、

『
現
代
日
本
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
共

著
、
近
刊
）、「
事
業
再
生
過
程
に
お
け
る
人

事
労
務
管
理
と
雇
用
・
労
働
条
件
の
変
化―

事
例
調
査
を
も
と
に
」（
日
本
労
働
研
究
雑
誌

五
四
八
号
、
二
〇
〇
六
）
な
ど
。
産
業
社
会

学
専
攻
。


